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【要約】 
Wilms’ tumor 1 (WT1)遺伝子は、卵巣癌において 80%以上で発現している。WT1
は RNA splicingを受け、exon5 (17AA)と exon9, 10間の 3つの amino acids (KTS)
の有無によって 4 つの variant [-17AA/-KTS (WT1A), +17AA/-KTS (WT1B), 















摘出した腫瘍組織において、WT1 が発現調節を行う 5 つの遺伝子 (PCNA, 




での腫瘍増加に VEGF が関与するかを検討するため、抗 VEGF 抗体 
(bevacizumab)によって WT1A の発現による腫瘍重量と腹水量が抑制されるか
否かを検討した。Bevacizumab投与により、WT1Aによる腫瘍重量と腹水量の
増加は有意に抑制された。これらの結果から、卵巣癌においてWT1 variantの
中でWT1Aが腫瘍増殖、腹水産生と生存期間に関連していた。また、VEGFの
発現亢進がWT1Aの腫瘍形成に関与していた 
 
